第１学年　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　主題名　　自分の行動に責任をもつとは、どういうことだろう。
【Ａ－１　自主・自立・自由と責任】
２　教材名　　裏庭での出来事　　　　「光村図書　きみがいちばんひかるとき」
３　本時の指導
（１）ねらい
　　本当のことを言うことができなかった健の立場に立ち、自分が健だったら先生に何を話すかを考える活動を通して、自分の行動に責任をもとうとする態度を育てる。
（２）準備・資料 
・　生徒：教科書、タブレット
・　教師：ワークシート、タブレット、
（３）指導過程
	段階
	学習活動　　主な発問
・予想される生徒の反応
	・留意点 　（支）支援　 ◎言語活動

	価値への方向付け
５

分
	１　１０円が落ちていたらどうするか考える。
・　拾って自分のものにする
・　拾って交番に届ける
・　見て見ぬふりをする



	・　理由も踏まえて発表するよう伝える。
・　板書せずにできるだけ多くの生徒に意見をださせる。

	価値の追求把握
１５
分

	２　資料「裏庭での出来事」の範読を聞き登場人物の状況を確認する
雄一
・　窓ガラスを割ってしまい、先生に報告に行く。
大輔
・　ガラスを片付けず、健をサッカーに誘う。
・　健が窓ガラスを割ってしまったことを言わず、二枚とも雄一が割ってしまったことにした。

健
・　大輔に誘われてサッカーをしている中で、雄一が割ったガラスの隣の窓ガラスを割ってしまう。
・　始めは２枚目の窓ガラスを自分が割ったことを先生に言えなかったが、最終的に先生のところに行く決意をする。
３　先生が来たときに健が本当のことを言えなかった理由を考える。


・　先生に怒られたくないと思ったから。
・　大輔の口添えのおかげでこのままごまかせると思ったから。
・　サッカーに誘ったのは大輔だから自分は悪くないと思ったから
・　本当のことを言うと、口添えをしてくれた大輔が嘘をついた悪者になってしまうと考えたから。
	・　範読終了後に登場人物の状況が視覚的に分かるように、登場人物三人のイラストと状況を黒板に掲示して確認する。
・　一枚目のガラスを割ったのは？先生を呼びに行ったのは？などの簡単な質問をし、全員が状況を理解しているかを確認する。
・　大輔が口添えをしたことで、誰も先生に怒られることがなかったことを確認する。
・　最後の場面で健は「職員室に向かった」と書かれているだけで、何のために向かったのかは書かれていないことを確認する。
・　まずは個人で考えさせ、その後グループで意見交換をさせる。

◎　四人グループで意見交換をさせ、発表するときは、なぜそう考えたのか、理由も発表させる
（支）自分の考えがもてない生徒には、友達の意見で自分の考えに一番近いものを選んで、自分の意見としてよいことを伝える。
・　本当のことを言うことが大輔にとって不利益になることを確認する。


	自己の生き方の自覚
２５分
	４　先生に何を伝えるかを考える。

【以下の項目から自分が話そうと思う内容を全て選ぶ】。

ア　一枚目を割ったのは雄一君です。
イ　二枚目を割ったのは自分です。

ウ　二枚目を割ったのは自分と大輔君です。
エ　二枚目を割ったのは大輔君に誘われてサッカーをしていた自分です。
オ　先生が来たとき本当のことを言えなかったのは、大輔君がうそつきになると思ったからです。
カ　先生が来たとき本当のことを言えなかったのは、黙っていれば怒られないと思ったからです。
キ　先生が来るとき、雄一君が二枚割ったことにしようと大輔君に提案したのは僕です。
５　話し合った内容を全体で共有する。
・　アイウエはどれを選んだとしても大輔を裏切ることになる。
　・　オカキはどれを選んだとしても言い訳かさらに嘘をつくことにしかならない。
６　自分の行動に責任をもつとはどういうことかを考える。

　・　先生が来た時点で正直に本当のことを言うしかなかった。
　・　どのように話したとしても責任を取れていることにはならない。
	・　複数選択でいいことを伝える。
・　アイウエとオカキについては一つずつ選ぶことになるので、それぞれの内容を選んだ理由をメモすると共に、選ばなかった理由もメモするように伝える。
・　個人の考えがまとまったところで、グループで話し合いをさせる。

（支）個人の考えがもてない生徒には、まずは自分だったら何を話すかアイウエから一つ、オカキから一つ選ばせ、理由については友達の考えを参考にしていいことを伝える。
・　グループで話し合う中で、自分の意見を変えていいことを伝えるとともに、グループで意見を一つにする必要はないことを伝える。
・　各班１名を指名し、個人で考えたときにはどの項目を選択していたかとその理由。話し合いをした結果自分の考えがどのように変わったか、あるいは変わらなかったかを理由を含めて発表させる。
・　生徒の考えを揺さぶる発問
①　大人がこの三人と同じようなことをしたらどうなるか。
②　大輔のことを伏せるのは大輔のためになるのか。

	終末
５分
	７　本時の感想をまとめる。
	・　ワークシートに感想を記入させ回収する。


４　評　　価
　　　自分の行動に責任をもつためには、どのように行動することが大切なのか考えることができたか。
自分の行動に責任をもつとは、どういうことか考えよう。








　なぜ健は先生が来たときに本当のことを言えなかったのだろう。








あなたが健の立場だったら先生に何を話すだろう。





健が自分の行動に責任をもつためにはどうすべきたったのだろう。
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